
 

 犬・猫の攻撃性行動は、楽しいはず

のペットライフを破綻させ、飼育放棄などの原因となる

深刻な問題です。 

 原因の多くは何らかの身体的疾患、痛み、不安、

恐怖、葛藤、優位性行動などであると考えられます。飼育環境の整備、詳細な身体検査、 

条件付けトレーニングなどが推奨されていますが、実際のところ攻撃性の高い状態

での身体検査や自宅でのトレーニングは非常に困難です。 

  最低限の飼育環境は整備されている前提で、犬猫に抗う

つ薬などの飲み薬を使用することで、脳内のセロトニン濃度を

高め、落ち着いた、切れにくい状態に維持できます。また漢方薬 

 も処方できます（塗る漢方、飲む漢方）ので、ご相談ください。 

 

 


